
 

平成２３年５月１１日 
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平成２３年度 東海発電所・東海第二発電所の事業計画概要について 

 

 

 当社、東海発電所、東海第二発電所の平成２３年度の事業計画概要について、

別紙の通りお知らせ致します。 

 

 

（別 紙） 

平成２３年度 東海発電所・東海第二発電所の事業計画概要 

 

 

以 上 
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平成２３年度 東海発電所・東海第二発電所の事業計画概要 

 

<事業運営の基本方針> 

当社は、これまでの原子力発電の経験・知見を踏まえ、「安全第一」を最優

先に、時代の変化に応じた改善の取り組みとトラブル低減に向けた諸活動の強

化に努めているところです。 

東海第二発電所は３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震により自動

停止し、外部電源の喪失も発生いたしましたが、「止める」、「冷やす」、「閉じ

込める」機能は確保され、冷温停止状態で安定した状態にあります。 

 

その後、緊急安全対策について、短期的な対策として、東海第二発電所の

「非常用の電源の確保」、「冷却水の確保」、「重要建屋の浸水防止」、ならびに

これを踏まえた「手順の確立と訓練の実施」等の対策を迅速且つ確実に実施

しました。 

                       （添付資料－１参照） 

 

更に、中長期的な対策として、炉心や使用済燃料プールの冷却が可能な「大

容量の代替電源の配備」、「最終的な除熱機能確保のための可搬型ポンプの配

備」、「恒設の新たな冷却水送水配管の追設」、「重要建屋の水密化」等を最優先

課題として取り組み、更なる安全確保と地域及び地元関係者の皆様の理解や信

頼性確保に全力で取り組んでまいります。     

（添付資料－２参照） 

 

今後、東北地方太平洋沖地震とその後の津波で得られた新知見やそれらを踏

まえた耐震安全性の追加評価等について、専門家や国の評価を踏まえて必要な

対応、対策を適切に反映してまいります。 

 

なお、平成２２年度事業計画に記載していました「原子炉再循環流量制御

方式の変更等設備の信頼性向上を図るための工事」および「出力向上を行う

ための工事」への取り組み、並びに「プルサーマル計画」への取り組みにつ

いても継続してまいりますが、東海第二発電所における地震・津波対策を最

優先課題として取り組み、発電所の安全・安心について地元の皆様のご理解

が得られるよう努めてまいります。 

 

東海発電所については、原子炉領域について引き続き安全貯蔵を行ってまい

ります。工事については、熱交換器本体の解体撤去を確実に進めていくととも

に、燃料取扱建屋領域機器及び燃料取替機等の撤去工事を継続してまいります。 

（別 紙） 



 ２

また、「放射性物質として扱う必要のない物（クリアランス制度対象物）」に

ついては、引き続き再生利用等資源の有効活用に取り組んでまいります。 

放射性物質濃度の極めて低い廃棄物（レベル３）の敷地埋設に関しましては、

今後とも地域の皆様のご理解を得られるよう努めてまいります。 

 

１．運転計画 

平成２３年度の東海第二発電所の運転計画は、以下のとおりです。 

・定期検査  ：平成２３年５月２１日より約６ヶ月（定期検査作業期間） 

  （定期検査終了後の運転計画については、地震･津波対策を最優先課題とし

て取り組んでおり、発電所の安全・安心について地元の皆様のご理解が

得られるよう努めてまいります。） 

 

２．主な工事等 

（１）東海発電所  

１）廃止措置工事 

熱交換器本体、燃料取扱建屋領域機器及び燃料取替機等の撤去工事を

継続します。 

「放射性物質として扱う必要のない物（クリアランス制度対象物）」に

ついては、引き続き再生利用等資源の有効活用に取り組んでいきます。   

 （添付資料－３参照） 

 

（２）東海第二発電所  

１）使用済燃料乾式貯蔵設備の増強工事 

第三期工事完了により、貯蔵容器２４基中１７基の製造が完了しま

した。このうち、１５基の貯蔵容器に使用済燃料を貯蔵しています。 

今年度は、第四期工事分として貯蔵容器４基の製造を継続するとと

もに、残る３基のうち、第五期工事分の２基の製造を開始する予定です。 

（添付資料－４参照） 

 

（３）東海発電所・東海第二発電所  

１）放射性固体廃棄物処理設備 

   固体廃棄物の減容・固化と埋設施設への搬出を推進するため、雑固

体減容処理設備やセメント混練固化装置の設置を行ってきましたが、

セメント混練固化装置のうち東海発電所蒸発固化体分について、セメ

ント固化体の性状改善対策を実施します。 

（添付資料－５参照） 

 



 ３

２）固体廃棄物作業建屋の設置工事 

発電所内に保管している放射性雑固体廃棄物の埋設施設への搬出推

進等を図るため、昨年４月より設置工事に着手しており、今年度は工事

を継続してまいります。（平成２４年１２月頃竣工予定） 

 （添付資料－６参照） 

 

３． 燃料等輸送計画 

（１）新燃料、使用済燃料 

・新燃料輸送体数 ：１９２体（第４四半期に搬入予定）  

・使用済燃料の輸送計画は、ありません。              

 

（２）低レベル放射性固体廃棄物 

・輸送本数       ：６０８本 

・輸送容器型式（容器数）：ＬＬＷ－１型（９７個） 

・搬出先（事業者名）  ：日本原燃（株） 

・輸送期間及び回数   ：平成２４年３月（１回） 

              （注）輸送本数、時期は変更されることがあります 

 

４．安全協定第５条に係る新増設計画 

   東海発電所の「放射性物質濃度の極めて低い廃棄物埋設施設」、東海第二

発電所の「原子炉再循環流量制御方式の変更」、「出力向上計画」、「プルサ

ーマル計画」ならびに「主蒸気隔離弁漏えい抑制系の機能廃止」への取り

組みについても継続してまいりますが、最優先課題として地震・津波対策

について、新知見を踏まえた設備対応等を含めて取り組み、発電所の安全・

安心について地元の皆様のご理解が得られるよう努めてまいります。 

 

５．添付資料 

資料－1    東海第二発電所 緊急安全対策の短期的な対策の概要 

資料－2    東海第二発電所 緊急安全対策の中長期的な対策の概要 

資料－3  東海発電所 廃止措置 

資料－4    東海第二発電所 使用済燃料乾式貯蔵設備の増強工事 

資料－5  放射性固体廃棄物処理設備の設置工事 

資料－6  固体廃棄物作業建屋の設置工事 

 

以 上 



東海第二発電所 緊急安全対策の短期的な対策の概要

③

⑤

④

①緊急点検の実施

3つのシナリオ＊実現のために必要と
なる資機材や設備の点検

＊電源車による電源応急復旧、原子炉への注水確保、使
用済燃料プールへの補給水確保

②緊急時対応計画の点検と訓練の実施

訓練の実施とフィードバック

社内ルールの策定

③緊急時の電源確保

電源車及び電源ケーブルの配置

④緊急時の最終的な除熱機能の確保

消防ポンプ及び消防ホースの配置

④

⑥各原子力発電所における構造等を
踏まえた当面必要となる対応策の充実

重要建屋の浸水対策

⑤緊急時の使用済燃料貯蔵プールの冷却
確保

消防ポンプ及び消防ホースの配置

添
付
資
料
－
１

４

蓄電池



東海第二発電所 緊急安全対策の中長期的な対策の概要

③

⑤

④

⑥各原子力発電所における構造等を踏まえた当面必要となる対応
策の充実

海水ポンプ防護壁、重要建屋の水密扉の強化

③緊急時の電源確保

Ｈ２３．１１予定非常用発電機代替設備の配置

海水供給用可搬式ポンプの配置 Ｈ２３．11予定

⑤緊急時の使用済燃料貯蔵プールの冷却確保

使用済燃料貯蔵プールの給水機能の強化
（恒設の送水配管の設置）

Ｈ２３．11予定

Ｈ２４．９予定

④

５ ④緊急時の最終的な除熱機能の確保

Ｈ２３．11予定原子炉冷却用水源の強化

海水ポンプモータ予備品の確保 Ｈ２４．９予定

代替海水ポンプの配備 Ｈ２４．９予定

添
付
資
料
－
２

海水供給用

可搬式ポンプ
③



添付資料－３ 

６ 

 

東 海 発 電 所 廃 止 措 置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廃 止 措 置 工 程

解体概念図 

燃料取扱建屋領域機器の撤去 

熱交換器等の撤去 
（平成２３年度は，３号機及び４号機の周辺機器 

 の撤去） 

：解体撤去済み：解体撤去対象

熱交換器等の撤去 
（平成２３年度は，２号機の 

 本体の撤去） 

燃料取替機等の撤去 



添付資料―４ 

７ 

東海第二発電所 使用済燃料乾式貯蔵設備の増強工事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

給気口

排気口

貯蔵施設の概要

貯 蔵 容 量 ：貯蔵容器 24基
　　　　　　　（ウラン重量約260ｔ）
建 屋 概 要 ：貯蔵容器24基収容
構 造 ：鉄筋コンクリート造

天上クレーン

キャスク

二次蓋

一次蓋

使用済燃料

仕切板
（臨界防止機能付）

胴部

支持構造物

圧力センサー

密封部拡大図

金属シール

二次蓋

一次蓋

胴部

圧力監視部
（赤線部）

貯蔵容器の構造

全長 約5.7ｍ
外径 約2.4ｍ
重量 約118ﾄﾝ
燃料収納体数 61体

全長
約5.7ｍ

外径 約2.4ｍ



添付資料－５  

８ 

放射性固体廃棄物処理設備の設置工事 

 
 設置スケジュール

湿気低減設備 



添付資料－６  

９ 

固体廃棄物作業建屋の設置工事 
                                                                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          

 

※ LLW：低レベル放射性廃棄物 

低レベル放射性廃棄物埋設センター 

青栄丸 

固体廃棄物貯蔵庫 

減 容 

搬 出

輸送コンテナ

① 

③ 

④

⑤

⑥

○内の番号 ： 低レベル放射性廃棄物の処理及び搬出順路

② 

高周波溶融炉

150t天井クレーン 

輸送コンテナ搬出待エリア 

 

建物東西方向断面図 

建物寸法 

縦(南北)約 60m 

横(東西)約 50m 

高さ約 21m 

 ＬＬＷ※検査待ちエリア 

海 側 

 
 
 

建屋設置箇所


